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声も姿も美しい青い鳥。夏を日本で過ごす渡り鳥

のオオルリだ。さえずりは、「ピー、ピーピー、

ピ」と透き通るようで、山の谷間に響き渡る。この

美声で、日本三鳴鳥と言われている。また、雄の青

紫色の羽色が、森の中で目立ち、遠くからでもこの

色が見えると、さわやかな気分になる。

4月頃、昆虫が発生する新緑の時期に日本に渡っ

てきて、繁殖期を渓流沿いなど山地の森で過ごす。

高尾山にも来ている。雄は、縄張りを持ち、木の枝

でさえずり縄張りを主張する。餌は、昆虫やクモ類。

これら森の恵みで雛を育て、９月、１０月頃に子供

も含め南方に渡っていく。日本の豊かな森が、この

美鳥の子孫をたくさん育んでいる。

（写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二）

高尾山へ森林教室にきた子供たちと森林散策

で、いつも利用している大平林道を歩いて、今

まで気がつかなかった樹木である。

秋頃にぶらさがっていた雄花と冬芽の形から、

もしかしたらツノハシバミではと、目星をつけ

ていた。雌花の赤い花柱が特徴であり、春にな

りこの花に出会えるのを楽しみにしていた。雄

花序は３～１３センチになり、雄花は苞の内側

に１個ずつつき、上の方から赤くなって熟して

花粉を飛ばす。

枝先には、昨年ついた実の残骸が残っていた。
雌花

遠目からは見つけにくい

雌花と雄花花序

昔は、実家（新潟）の近くの山へいけば、道脇

にたくさんこの実がついていて、食べたことを思

い出した。ナッツと同じ味がした。（富）

No.362

1



Forest通信 H31.4月号 №362 2



Forest通信 H31.4月号 №362 3



Forest通信 NO.362

発行：林野庁関東森林管理局
高尾森林ふれあい推進センター

ご意見・ご要望・イベントのお申込み・お問合わせ先
高尾森林ふれあい推進センター

〒193-0844 東京都八王子市高尾町2438-1
TEL 050-3160-6040  FAX 042-663-7229
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/index.html 

編集後記

今年度も当センター主
催の公募イベントや様々
な協定イベントが実施さ
れます。

自然とふれあえる良い
機会ですので、ふるって
ご参加ください。
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３班に分かれて炭作り

３月７日（木）と８日（金）の２日間、八王
子市立城山小学校４年生９４名が、学校の敷地
内を利用して炭焼きを体験。

１日目は、教室で森林について学習し、その
後、外に出て「炭の作り方」の説明を受け、３
班に分かれて炭作りに挑戦。材料となる竹の運
搬から伏焼き窯への竹材並べ、窯内に熱を送り
込むための団扇あおぎに至るまで児童が中心と
なって行いました。

雨天のため、花炭は缶に詰めて火入れまでと
し、出来上がりは明日のお楽しみ。

下校時には、「明日もよろしくお願いしま
す」と挨拶していく児童達。

２日目は、窯出し。昨日の雨の影響が心配さ
れましたが、どの窯もきれいな炭ができあがり
ました。花炭もばっちり。児童からは「初めて
の炭焼きだったけど楽しかった」との感想をい
ただきました。（磯） 満足のいく炭のできあがり！

手際よく竹材を児童へ配布

３月７日（木）と８日（金）の２日間、八王
子市立ひよどり山中学校の１年生２名と２年生
１名が職場体験に訪れました。

１日目及び２日目の午前中は、城山小学校で
の森林教室のお手伝い。てきぱきと仕事をこな
すうえ、「次は何を手伝いますか。」と頼もし
い声が。

２日目の午後は、炭焼き用の竹を作る作業。
用意された竹を切り、竹割り器で割り、割った
竹を縛って小屋への積み上げまで実施しまし
た。かなりの量があったにもかかわらず、用意
した竹全てを処理できました。

終了間際には若干疲れた様子も見受けられま
したが、積極的に取り組む中学生の若さとパ
ワーを実感させられた２日間でした。

この体験を機に、林業や国有林に興味を持っ
ていただければ幸いです。（磯） 自然とふれあう仕事って楽しい！

サクラ（大島桜）
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